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熊本工場の紹介
所在地 ： 熊本県菊池郡大津町 室工業団地内
従業員数： 126名（男性90名 女性36名）



市水使用量の低減の背景
弊社は表面処理設備を保有しており、その際に排出される排水に「亜硝酸性窒素」が含まれて
いる為、排水処理施設にて適切な処理をしている。
その際③の槽で使用する「消石灰」の薬品希釈に水を使っているが、その使用量を低減するため
テストを繰り返していた所、ある問題点が見つかった。

排水処理施設 排水処理の流れ
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使う水を減らす上での問題点
希釈水を減らすと消石灰水溶液の濃度が上がり、液が減った際にスケールが発
生しやすくなる。

配管は薬品注入後に都度水洗浄される仕組みだが、薬品タンク内ではスケー
ルが発生し易い状況になってしまう。

薬品タンク内でスケールが発生しやすくなる

清掃頻度の増加や目詰まりのリスクが高まる

配管は注入後都度洗浄



使う水を減らす改善
【方策①】
10Ｌあたりの消石灰量を500gから1㎏に増やして管理。

水100Ｌ
消石灰5㎏

100L

0L

100L

１ヵ月で処理に必要な消石灰量は約19㎏と変わらず、水の使用量だけを減らす。

水100Ｌ
消石灰10㎏

100L

0L

100L



使う水を減らす改善
【方策②】
薬品槽に空間を発生させないよう補充を処理翌日に行い、常に溶液でタンクを
満たすように管理する事で、スケール発生を改善前同等になるよう抑制。

水100Ｌ
消石灰5㎏

0L

100L

【改善前】
次回処理日に前回使用分の薬品補充

水100Ｌ
消石灰10㎏

100L

0L

100L

【改善後】
処理翌日に使用分の薬品補充

次回補充まで空間が発生する為、
スケールが発生しやすい。

処理後すぐに補充する事で空間を
発生させない。



改善効果
【今回の改善効果】

改善前年間水使用量 ＝ 3,360Ｌ

改善後年間水使用量 ＝ 2,400Ｌ

①市水使用量の低減（水資源保護） 960Ｌ/年

※スケールの発生も増加傾向は無く、消石灰槽の維持管理も良好

【今後の展開】

過去３回に渡り排水処理施設の改善を行いましたが、今後も満足せず
排水処理に改善を重ね、環境改善に繋げたい。



ご清聴ありがとうございました。



改善前

改善後

①薬品量0Ｌ ②処理日に薬品投入

0L

100L

0L

100L

水100Ｌ
消石灰5㎏

0L

100L

水50Ｌ
消石灰2.5㎏

③処理中に薬品追加

水40Ｌ
消石灰2㎏

0L

100L

水20Ｌ
消石灰1㎏

③処理完了時 ④処理日に薬品追加

0L

100L

水20Ｌ
消石灰1㎏

水80Ｌ
消石灰4㎏

0L

100L

水50Ｌ
消石灰2.5㎏

水40Ｌ
消石灰2㎏

0L

100L

水20Ｌ
消石灰1㎏

⑤処理中に薬品追加 ③処理完了時

①薬品量0Ｌ ②処理日に薬品投入

0L

100L

0L

100L

水100Ｌ
消石灰10㎏

0L

100L

水70Ｌ
消石灰7㎏

④処理後に薬品追加

水30Ｌ
消石灰3㎏

0L

100L

水100Ｌ
消石灰10㎏

③処理日は追加無し

0L

100L

水70Ｌ
消石灰7㎏

④処理後に薬品追加

水30Ｌ
消石灰3㎏ 1ヵ月の処理を行うのに必要な消

石灰は19㎏、水の量だけを削減す
るサイクルに変更した。

空間が出来たまま次回処理日まで補充を
しない為、スケールが発生しやすい。

処理完了翌日に補充する為、空間が出来
ず、スケールが発生しにくくなる。

改善のイメージ（質疑応答用）
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